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第 2 章では、通信ネットワークに適用される MPEG-4 動画像符号化方式の概要について述べている。まず、MPEG-4
動画像の符号化方式における圧縮および伸張の手順を要約している。つぎに、伝送路の符号エラー対策用の MPEG-4
エラー耐'性ツールを概観し、復号器におけるエラーリカバリ処理の流れを記述している。さらに、従来のエラー隠蔽
方式に注目し、その特徴および技術的課題について述べている。
第 3 章では、符号化されたピットストリームに混入するエラーの影響を効果的に隠蔽するために、新たにハイブリ
ッド方式を導入し、これに基づいたエラー隠蔽アルゴリズムを考察している。まず、マクロブロックの時間的あるい
は空間的な相関性を利用したエラー隠、蔽アルゴリズムを構築し、つぎに、シミュレーションによる機能検証と性能評
価を行っている。
第 4 章では、エラー隠蔽方式とエラー検出方式を有機的に組み合わせたエラーリカバリシステムを構築し、無線通
信ネットワーク上の実時間動画像伝送に対するエラー耐性の向上を図っている。まず、提案システムのアーキテクチ
ャについて記述し、つぎに、それに基づいて実装されたリカバリシステムの性能評価を行い、本論文が目指したリカ
バリ機能が達成できることを示している。
第 5 章では、本論文で得られた成果を要約し、今後に残された課題について述べ、結論としている。
論文審査の結果の要旨
本論文は、モパイル端末を利用した移動通信システムにおいて、動画像伝送のエラーリカバリ技術の中核となるエ
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ラー隠蔽処理に関して、実用的な性能を少ない演算量で実現するアルゴリズムを考案、エラーリカバリシステムの構
築、およびそのシミュレーションにより有効性を検証し、以下の主要な結果を得ている。
(1) ハイブリッドエラー隠蔽方式の効率化
動画像伝送を対象とした既存のエラー隠蔽方式は、膨大な演算を必要とする、あるいは動きの大きな画像での性能
が劣化する、など多くの問題点がある。そこで、マクロブロックの時間的あるいは空間的相関性を利用して演算量を
削減することにより、さまざまな画像シーケンスやエラーレートに対して安定した隠、蔽性能を実現する方式を新たに
提案し、その有効性を検討している。提案方式は、マクロブロックに対して改良 DMVE 法、あるいは適応空間探索
法を選択的に活用して処理を行うハイブリッド方式を採用している。改良 DMVE 法は動きベクトルの時間的空間的
相関性を利用し、演算量を削減しつつ、精度の高い動きベクトルによる隠蔽を行うことが可能である。一方、適応空
間探索法は現フレーム内で類似画素を探索することにより、高周波数成分の劣化の少ない隠蔽を可能である。
MPEG-4 ソフトウェアデコーダを用いてシミュレーションを行い、さまざまなエラーレートや画像シーケンスに対し、
主観的および客観的に良い性能を示すことを確認している。
(2) エラーリカバリシステムの構築
MPEG-4 動画像復号において、エラー検出とエラー隠蔽能力を向上する新たなエラーリカバリシステムを提案して
いる。提案システムは電子透かし原理を利用し、瞬時に正しいエラー検出が可能な方式と上記(1)で提案したハイブリ
ッドエラー隠蔽方式を有機的に結合することにより、演算量を削減しながら、さまざまなエラーレートや画像シーケ
ンスに対して優れたエラーリカバリ性能を持つことを示している。これにより、低消費電力および低演算量が要求さ
れるモパイル端末へ適用可能である高性能なエラーリカバリ方式であることを述べている。
以上のように、本論文は動画像伝送における新しいエラーリカバリ方式に関して多くの有用な研究成果をあげてい
る。特に、モパイル端末を利用した MPEG-4 動画像符号化におけるエラーリカバリ方式の実用化に寄与するところ
が極めて大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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